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高品質で安全な珪藻土壁材の選び方 

近年、シックハウス（住まいが病人をつくる）が社会問題化していますが、この問題は１５

年ほど前から一部の雑誌で取り上げられていました。 

 

日本は総じて高温多湿の気候風土にもかかわらず、吸放湿性のない内装材を多用し、さらに

高気密・高断熱住宅の採用によりカビ・ダニの異常発生を招きました。 

 

そして、さらに石油精製技術の進歩により石油を原料とする製品が数多く作られました。 

この石油を原料とする製品の中には、ビニルクロスや合板などの接着剤も含まれます。 

そして、ホルムアルデヒドをはじめとする様々な化学物質が健康障害をもたらしました。 

さらに、ビニルクロスや石油を原料として作られた製品は、熱や火に弱く、火災の際有毒ガ

スを発生します。 

 

弊社は、一部の雑誌がシックハウス問題を取り上げ始めた１５年前より、人知を超えた吸放

湿性を持つ「珪藻土」という土を用い、上の「室内空気汚染問題を解決する壁材作り」に取

り組み、「珪藻土壁は安全・健康」という評価を得、壁材業界に「珪藻土壁材」というジャン

ルを確立したと自負しています。 

もちろんこれは失敗を繰り返しながらも、あきらめず＜エコ・クィーン内壁材＞をご採用し

続けてくださった設計事務所、建設会社、左官職の方々の情熱の賜物でもあります。 

 

「珪藻土壁材」と謳っている製品である以上は、少なくともシックハウスを起こさず、さら

にシックハウス問題を解決する壁材であることが求められると弊社は考えます。 

 

シックハウス（住まいが病人をつくる）の原因物質とその疾患 

１． カビの発生により、それを好物とするダニの大量発生を招き、その死骸や糞（ハウスダ

スト）によるアレルギー疾患 → アトピー・ぜん息など 

２． ビニルクロスや合板などの接着剤に含まれる、ホルムアルデヒドをはじめとする様々な

有害化学物質による疾患 → 化学物質過敏症（中枢神経機能障害症） 
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高品質で安全な珪藻土壁材かどうかを判別するには、以下の項目をチェックする必要があり

ます。 

※ 一般の方でも、メーカーから塗り板や材料のサンプルを取り寄せればチェックできる項目

もありますので、ぜひお試しください。 

 

１． 珪藻土壁材としての最低限の要件を満たしているかどうか 

É 風呂場（弊社の場合は温泉にも施工されています）、脱衣所、台所、締め切りの多い

別荘など、多湿の環境に施工できるかどうか 

珪藻土壁材を使う最大の目的は、多湿環境になることを未然に防ぎ、カビ・ダニ

の発生を抑えることにあります。 

 各社塗り板に霧吹きで湿気を与え、爪などで引っ掻き、壁が崩れないかどう

かチェックします。 

 
施工不良や急激な乾燥による「ドライアウト」でなく、正常に施工された壁でも、

下の写真のように、引っ掻くともろく崩れ、しかも洋服を汚す壁材もあります。 

このような壁材は、多湿な環境に施工できませんし、耐久性にも劣ります。 

紫外線などによる経年劣化を起こさず何十年と壁として存在するかどうかも考察

してみる必要があります。 

 

É 火事になっても簡単に燃えない壁かどうか 

 塗り板をバーナーで熱しても燃えないかどうかをチェックします。 

 
右の写真は、弊社壁材を約 1,300℃のバーナーで熱した様

子ですが、壁材は黒変するだけで燃えません。 
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２． 壁自体でシックハウスを起こさない壁かどうか 

É 有害な化学物質を含まない壁かどうか 

 透明のコップなどに少量の水と壁材を加えてペースト

状に練り、化学物質による刺激臭がしないかどうかをチ

ェックします。特に化学物質過敏症の方にとっては重要

なチェック項目です。 

 

 

 
※ 弊社＜エコ・クィーン内壁材＞ＮＳＲおよびＮＺシリーズは、「つのまた（海藻

糊）」を使用しているため、水で練ると海藻特有の臭いがします。 

昔のしっくい壁はすべてこの「つのまた」を使用していました。 

 

※ 臭いに対して配慮が必要となる場所での施工は、「つのまた」を使用していない

「佐野の名水シリーズ」をお薦めします。 

 

É 多湿環境に施工し、化学物質が懸念される防カビ剤を入れてなくてもカビが生えな

いかどうか 

 壁材のｐＨ値をチェックします。気温や湿度等の条件が揃えば、pH 4～８

以下の壁材はカビが生えやすくなります。 

 
各社壁材のｐＨ値を弊社で測定した結果を巻末の参考資料－１にまとめま

した。 
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É 植物が嫌がらない安全な壁かどうか 

弊社には１０年以上も前から、「切花の持ちが良い」「観葉植物の育ちが良い」「弱っ

ていた観葉植物が元気になった」というご感想が寄せられています。 

植物は、光や水などの条件が同じであれば、置かれた場所の「空気の質」がその生

育に大きく影響します。植物が嫌がるような壁であれば、その壁から化学物質など

が放出されているということも考えられ、人や動物にとっても安全な壁ではないと

言えます。 

 塗り板の前に、切花や鉢植えを置き、４５日経過を観察しました。 

 

下の写真は、弊社での実験の様子です。各社壁材の塗り板の前にほぼ同じ大きさの

シクラメンの鉢植えを置き、塗り板に１日２回霧吹きで水を吹きかけ、その経過を

観察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４５日後のシクラメンの鉢植えの様子】 

Ⅰ（弊社 ＮＳＲ－１）          Ⅱ（弊社 ＮＺ－１Ｎ） 

 

 

 

 

 

 

＜植物が極端に嫌がった珪藻土壁材＞ 
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３． シックハウスを未然に防いだり、住まいの悩みを解消する壁かどうか 

室内のカビの発生を防ぐには、薄い施工厚でも大量に吸湿し、なおかつ屋内外の急な湿

度の変化にすばやく対応できる壁かどうかが重要なチェック項目となります。 

É 珪藻土特有の強い吸放湿力を持つ壁かどうか 

 塗り板に 20～30cmの距離から霧吹きで霧状の水を強く吹きかけて、吸い込

み具合を見ます。 

 
あまり吸わないものと吸うものの差が明らかにな

ります。 

しかし、吸うものの中には珪藻土が吸湿している

のではなく、固化材や壁の空隙に吸湿されている

ものもあります。珪藻土の吸い方には特徴があり、

壁に強く吸い込まれるような吸い方をしますが、

一般の方がこれを見分けるのは難しいかもしれま

せん。 

 

É 吸水（吸湿）しない物質が壁材に含まれていないかどうか 

 壁材をたっぷりの水で溶き、よく掻き混ぜ放置した後、浮遊物を確認します。 

 
水を吸わない真珠岩パーライトや黒

曜石パーライトなどが浮いてくる壁

材があります。それとともに寒水砕石

など、水を吸わない砕石類が下に堆積

します。このような材料は珪藻土の目

を塞ぎ、吸放湿性（呼吸性）を阻害す

ると考えられます。 

※ なお、＜エコ・クィーン内壁材＞ＮＺシリーズは珪藻土顆粒とやはりよく吸湿

するゼオライトが下に堆積します。 

 

 壁材をガーゼで包み水の中で洗い、ガーゼの中の残存物を確認します。 

 
水を吸わない寒水砕石、パーライト、バーミキュライトなどは珪藻土の目を塞ぎ、

吸放湿性（呼吸性）を阻害すると考えられます。 
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光触媒効果とは 

酸化チタンは、太陽光や蛍光灯に含まれる紫外線を受けると、表面にある物質を

強力に分解します。タバコのヤニ、様々な化学物質、アンモニアなどの悪臭物質

や汚染物質、菌などを分解・無害化できるため、２１世紀の最先端科学技術とし

て注目されています。 

É 汚れや有害物質の分解能力（光触媒効果）を発揮するかどうか 

タバコのヤニ等による汚れや、家財道具やカーペットなどに含まれる化学物質、 

介護臭やペットのトイレなどのアンモニア臭で悩んでいる方も少なくありません。

また、工場や車から発生する様々な化学物質や農薬などが住宅へ侵入する場合もあ

ります。このような問題や悩みを解決するのに威力を発揮するのが「光触媒」です。

珪藻土には、微量ですが光触媒で知られる酸化チタン（ＴｉＯ２）が含まれており、

高品質な珪藻土壁材であれば「酸化チタンの粉」を特別に混合しなくても光触媒効

果を発揮します。 

「光触媒効果」を発揮する壁かどうかは珪藻土壁材の品質を判定する上で非常に重

要なチェック項目です。 

 

 

 

珪藻土壁材作り１５年の経験から光触媒効果を早く強力に発揮する壁は以下のよう

な壁と言えます。 

¶ 大量に吸放湿し、その吸放湿速度が速い壁 

¶ 珪藻土の特性である超微細・超多孔構造が目詰まりしていない珪藻土の量が多

い壁 

 

吸着→低減→飽和 

右図のような、アンモニアやホルムアルデヒドなどの「吸

着性能試験」のグラフを示し、「吸着分解」と謳っているメ

ーカーが少なくありません。しかしこれは、活性炭や炭と

同じ「吸着力による濃度低減」を表したグラフであり、飽

和状態になればそれ以上吸着低減はしませんので、塗り替

える必要があります。 

吸着→低減→分解 

それに対して、光触媒効果を発揮する壁は、「吸着分解」で壁はいつまでもきれいな

状態を保ちます。＜エコ・クィーン内壁材＞は１３年以上の実績で、タバコのヤニ

等で黄ばまないことが確かめられています。
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手順④ 光触媒効果を発揮する壁材は、太陽光や蛍光灯、ブラ

ックライトに含まれる紫外線が当たっている部分はシ

ミが薄くなり、隠されている部分はシミが濃いままで

あることが確認できます。 

上の写真は、②の左側の塗り板（弊社「佐野の名水－

１」）を約 2 週間、太陽光に当てたものです。 

手順③ 太陽光や蛍光灯、ブラックライトの当たるところに

置き、経時変化を見てください。 

 

太陽光の良く当たる窓際に置くと効果が早く現れま

す。さらに、ブラックライトを使用すれば短時間で

チェックできます。 

ただし、白熱灯では光触媒効果は発揮しません。 

手順① 塗り板にお茶でシミをつけま

す。 

弊社では伊藤園「おーいお茶 

濃い味」を二度がけしてシミ

をつけています。 

手順② シミが完全に乾いた１～２日後に、 

一部分を板または黒い紙で覆います。 

 

 塗り板にお茶などでシミをつけ、太陽光や蛍光灯、ブラックライトをあてて

経過を観察します。 

【弊社での実験の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弊社でチェックした結果、「アンモニアやホルムアルデヒドを吸着分解」と謳っている

にも関わらず、お茶のシミすら分解できないものも数多くありました。 

 

 

 

注意 

壁材によっては、お茶のシミのつきにくいものもあります。このような壁材の場合は、

醤油やコーヒーのシミでチェックする必要があります。 



29 

４． 究められた珪藻土壁材かどうか 

弊社＜エコ・クィーン内壁材＞は、「シックハウスを引き起こさない」「シックハウスを

未然に防ぐ」という目的は開発・施工の１５年の間の初期の段階でクリアしています。 

そして、さらに改良を重ねた結果、８年ほど前から「アトピー、ぜん息、化学物質過敏

症、花粉症、夜尿症、不眠症、鼻炎、口内炎などの症状が改善した」「弱っていた観葉植

物が急に元気になった」「化学物質で苦しんでいた犬が元気になった」などのご感想を全

国から数多くいただくようになりました。 

珪藻土壁材を究めていきますと、上のようなご感想をいただく壁ができます。 

 

多くの方々は、珪藻土壁材でアトピーやぜん息の症状が改善するということは信じられ

ないと思いますし、弊社もはじめは信じていませんでした。しかし、あまりにもこのよ

うなご感想が多いため、３０年来のアトピーの症状が半年で改善されたという方のお宅

にお伺いしお話をお聞きしました。そして、＜エコ・クィーン内壁材＞によるものだと

確信するに至りました。 

そして、なぜ＜エコ・クィーン内壁材＞が人・動植物の健康改善に役立つのか、そのメ

カニズムの解明につとめてきました。今まで行ったテストとしては、 

¶ マイナスイオン測定 

¶ 酸化還元電位測定 

¶ 老化や病気の元「活性酸素」の低減テスト（ＥＳＲによる） 

¶ 神奈川歯科大学によるマウス実験 

などを行ってきました。まだ決定的なメカニズムの解明には至っていません。しかし、

アトピーなどの症状の改善が見られたというご感想は梅雤時から秋雤前線が停滞する湿

度の高い時期に集中することから、現時点で弊社は以下のように推測しています。 

 

※ 現在も様々なテストを行っておりますので、結果が出ましたらまたご報告いたします。 

＜エコ・クィーン内壁材＞から放湿される湿気は老化や病気の元「活性酸素」をほ

とんどゼロにする高い抗酸化作用を持つ湿気で、この湿気が体内に入り、生体機能

の調整や免疫力の向上をもたらしている。 

もちろん、この高い抗酸化作用を持つ湿気は、現在健康な方々の健康維持や増進に

も役立ちます。 

※ 冬期、太平洋側で長期間にわたり低湿度が続き、さらに湿気の発生のない部屋の

場合は乾燥気味となりますので、加湿器等で壁に直接加湿されることをお勧めし

ます。 
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５． 実際に生活された方々からの評価はどうか 

これまでいくつかのチェック項目をご紹介しましたが、やはり最終的には、豊富な実績

に基づいた、実際に生活された方々からの評価が最も重要で正確な判断材料になります。

料理に例えると、個々の食材のチェックではなく、できあがった料理を食べた方の感想

が最も重要だということです。 

ちなみに、弊社はこの８年近く営業もせずにお客様の口コミで現在に至っています。 

弊社に寄せられた「お客様の声」はダイジェスト版にもまとめていますので、そちらも

ご覧ください。 

 

北海道から沖縄、そして、韓国、中国・北京と、膨大な施工実績を持つ

＜エコ・クィーン内壁材＞は、実際に住まわれている老若男女、様々な

体質の方々から驚きと喜びのご感想を数多くいただいています。 

 

これは弊社の何物にも代え難い宝物です。 


